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つ
つ
が
な
き
山
の
暮
ら
し
や
懸
大
根

昭
和
と
い
う
時
代
は
戦
争
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
敗
戦
。

貧
困
を
経
て
、
繁
栄
の
時
代
へ
。
掲
句
は
、
そ
れ
ら

と
少
し
距
離
を
置
い
た
山
里
の
暮
ら
し
振
り
を
、
日

溜
ま
り
の
中
に
輝
く
懸
大
根
に
焦
点
を
当
て
て
『
つ

つ
が
な
き
』
と
偲
ぶ
の
で
あ
る
。

今
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の
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リ

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

広
報
委
員
会

１７ Kami

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 １月８日 第３５１回市（物部） 

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 １２月２０日 第１１２回市（香美） 
木　材　市　況

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

男

男

男

女

男

男

女

女

女

女

女

女

女

女

女

男

男

女

男

女

女

男

男

男

女

男

男

男

１２．１

１２．２

１２．４

１２．４

１２．７

１２．１１

１２．１３

１２．１６

１２．１８

１２．１９

１２．１９

１２．１９

１２．２０

１２．２１

１２．２２

１２．２２

１２．２２

１２．２３

１２．２３

１２．２５

１２．２５

１２．２５

１２．２６

１２．２６

１２．２７

１２．３０

１２．３１

１２．３１

５２

９９

９３

８６

９１

７３

８６

１０１

９４

９６

９３

９１

９２

９１

１０５

８６

８０

９５

９２

９９

９０

７８

８４

７３

８８

９３

９７

８６

山

香

山

山

物

山

山

山

山

山

山

香

山

香

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

物

物

北本町３

白川上

岩次

大法寺

神池

平山

植

北組西

逆川

杉田

西本町４

白川下

宮ノ口

韮生野

京田

佐野

須江

新改

原東

伏原

栄町

古町２

中央

宝町２

原東

佐竹

岡ノ内

東山崎

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

１２．８

１２．１１

１２．１４

１２．１８

１２．２０

１２．２４

１２．２５

１２．２９

１２．２９

小枝

美由紀

咲

めぐみ

まどか

有沙

知世

瑠美

美和

将史

弘一

健夫

龍平

壮司

祥平

拓也

直樹

知泰

女

女

女

男

女

男

女

女

女

北組西

須江

秦山町２

中村１

北組西

秦山町２

伏原

朴ノ木

佐古藪

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

山

山

山

山

山

山

香

山

   し   ほ

   ももか

   ふうか

   あやの

       みなと

        せい

   ゆいな

    か   ほ

 りんたろう

令和２年１月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２６，０８８人 男 １２，２７４人 女 １３，８１４人

前月比 

山田 香北 物部１９，９９２人

世帯数 １３，０８３世帯 出生

死亡

４，４１２人

－１３人

－８人 －３人 －２人

－２人 －１１人

１２月
届 出

１１人

４３人

１，６８４人

転入

転出

３４世帯

２４世帯前月比 －１３世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

スギ、ヒノキ共に全体的に横這い。スギ元、2

番の30cm上、小安い。ヒノキ元類は小動き。ス

ギ、ヒノキの低質材は4m造材でお願いします。

スギ・ヒノキ３ｍ４ｍで直材に。スギは36㎝上、

大曲材は４ｍ造材有利。ヒノキの24㎝上や大曲

材は４ｍ造材が有利。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

　９，０００

１２，５００

１４，０００

１４，５００

　８，０００

８，０００

１３，５００

１４，０００

１４，０００

　８，５００

１８，０００

１１，０００

１４，７００

２０，５００

１８，０００

１７，５００

１０，０００

１２，０００

１９，５００

１７，５００

１６，５００

　９，０００

２５，０００

９，０００

９，０００

９，５００

１２，０００

１２，５００

　８，０００

８，０００

１０，０００

１２，０００

１２，５００

８，０００

１６，０００

１０，０００

１０，０００

１６，０００

１６，０００

１５，５００

９，５００

９，５００

１６，３００

１６，８００

１５，０００

８，５００

２３，０００

物 

部

香 

美


